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１．研究室概要 

慶應義塾大学 青山英樹研究室では，デジタルデザイン・

デジタルマニュファクチュアリングに関する研究を幅広く行っ

ています．共同研究・受託研究も積極的に行っています．こ

の2年では，AIシステムによるプロセスの認識や加工品検査の

自動化に関する相談を多く受けています． 

 

２．専門分野 

 CAD/CAM，生産システム，高速・高精度切削加工，アディ

ティブマニュファクチュアリング，金型，感性デザイン 

 

３．研究室構成員 

 2019年度の研究室は，教授1名（青山

英樹），博士課程学生（社会人博士を含

む）12 名，修士課程学生 11 名，学部 4
年生 5 名の構成であった．学部・修士の

学生に加えて，多くの社会人博士の学生

が構成員として活躍して頂いています． 

 

４．研究テーマ紹介 

〔工作機械の加減速制御のモデル化とその応用〕 
① 加減速制御モデルを応用した高速・高精度加工 
② 加減速制御モデルを活用した切削抵抗力の高精度予

測による工具たわみ推定に基づく高精度加工 
③ 加減速制御モデルに基づく曲面の高精度加工 

〔金属アディティブマニュファクチュアリング〕 
① DED方式の高能率・高品質造型法の開発 
② SLM方式の高精度造型法の開発 
③ 金型の自動補修システムの開発 

〔フェムト秒レーザによる加工システムの開発〕 
① フェムト秒レーザアブレーションのシミュレーション 
② フェムト秒レーザによる3次元微細形状創成CAM 

〔AIシステムの開発〕 
① NCデータが不要のAIによる加工時間の迅速見積り 
② AIによるプレス成形における割れ・しわ・バリ自動認識 
③ AIによる自動車部品欠陥の自動認識 

〔デザインCADシステムの開発〕 
① 感性に基づくシボ模様デザイン 
② インジェクション金型のため高度加色フィルムデザイン 

〔アパレルCADシステムの開発〕  
① 衣服着装シミュレーション 
② アパレルデザイン自動創発 

５．使用可能機器 

●5軸制御加工機：DMG森精機（株） NMV-1500DCG 
●5軸制御加工機：（株）牧野フライス製作所 D200Z 
● シングルタレット複合加工機：ヤマザキマザック（株） 

INTEGREX i-100 
● マルチタレット複合加工機：中村留精密工業（株） Super 

NTY3 
●横型マシニングセンター：オークマ（株） MB-4000H 
●ワイヤー放電加工機：三菱電機株 MV2400R 
● ワイヤー放電加工機：（株）牧野フライス製作所 U3 

H.E.A.T 
●ウォータジェト加工機：（株）スギノマシン Varuna 
●射出成形機：（株）ソディック EP20EH2 
●三次元座標測定機：（株）ミツトヨ CRYSTA-Apex S 
 

６．産官学連携に関してのメッセージ  

青山英樹研究室では，デザイン，設計，加工，生産システ

ムに関する研究であれば，何でも取り組んでいます．企業の

皆様との連携，共同研究や委託研究も真剣に真面目に実施

しております．是非，お気軽にお声をかけて下さい． 
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